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特殊異形フ
'ロ
ッタ・ぅЙ及効果に関する2,3の核■え験レtついて

九州たジェタを, ■負 4島 式士

処■1夫ウエサ締 エスO私ス薩ヵ

ネZ国 市港あら   島 曰長″
1。 まえがき

に 来 の増 メ 用 異7/ /フ
'ロ
ッタ |よ科 m燿 = `し て 用 しヽ るの が

~州 とで ある が ,こ こで述 べ る o濾 イロ々 のプ ロ

ック を組 土 てて一 体 のこ主 壁 と して用 い る もの で あ る 。従 って ,徒 :来の フ
・ロッ ク、と暴 り ,フ

“
ロ ッフ個

′ のキ た性 の問題 のタトに■ 体 と してっ一体 性 りじЙ波 効 果4の 水 菫 現 象十組 土地 ■ ,7市惨 4に つ しヽ て ,

く。問題 があるが ,こ こで1■先ブ第一段階として ,こ のa江 4体 の消跛効果J(つ いて失覇柚ヤレt調べた

結果ル〔ついて簡単にれをする。でぁ
｀
,`1続ぃて類似の形 oも のレtついてう貫来効果t検 討 し,最 も効暴

的な形とズめ ,こ のフ
・
ロッフ顔い 一体性及ム`キた

7Lしtっ ぃても淡宅『1進 める予たて
'あ
る。

2.プ ロッフ7//掟と堤体の形

プロック|ょ図-1レ(示す様に六角社のえフ
・
レt六角面のフランプを上下につ すヽたしのて'ある。

このプロックと水辛方向,者 虚矛向クt緯 立てて堤体を作る。写真-1は 福岡市省Lす島 lt施工すりもの

である。

えクトの夕麻JFは六角杜り太=`フ ラ)デ つ嵩さによリ

交えられるが図-lt (示 すプロッ7の生隙率は465 /

て'ある。えブロ`ンク間の結合のためにフクシジ↓(lt凸

凹をつけてある。

来バ堤体 `米 ♀方 向に玖係 に直角オnな ら見た/・s合

慮図-2("のあまになり,'ム線レt60°の方向からλた場

合|ま図-30)の 様 になる。丈二下方向,(||フラシット

よつて,L軒された杉になる。(図
-2に),図 6́(の参 照 )

そこて
｀
ミの堤1本の波ι(I・Iする消滅の水理的な効果薄六

角柱Kよ る水平運動の通苛とフラ)ブ に0る 上下遅動

の五尊になる。

3。 実腱

このえ体o子 佛lj」な実験 として水。水子菫鏡勁ヒL下

髪動の両若`矛 ぇたた体的な効果を調 べるため)(次の

ネ鍮で実験 と行った。

(l)実験米ォ曹

図~4に 示す巖なFノ学キ
。造jた装置セ埓ったな長

22れ,中/π ,采 さ`οc‐の奥瞼米浦で
'え
験を行,

た。1と〕史蔵り化力は凰革掲変政 0.942c^3042●,及 島

20cれ まで可能でぁる。
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